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This paper focuses on one compulsory subject of 'Liberal Studies', which 
has been implemented in Senior Secondsry Schools since 2009, snd in 
public examination since 2012, in terms of its influences on social 
awareness among youngsters nowadays. 'Liberal Studies' has taken over 
Civic Education policy before the handover. After then it also meets the 
social demsnd that Education snd Curriculum reforms underpin 
knowledge-based economy and globalization for the 21st century in the 
whole society. The curriculum design of 'Liberal Studies' associated with 
'lndepeodent Enquiry Study' enables the students to acquire bigh·level 
skills, including critical and independent thinking snd problem-solving. It 
is unlike other subjects, whose curriculum design relies on the 
rote-learning. Mesnwbile, the most crucial motivation of how and what to 
learn for the students is to obtain a better score in public examinations in 
this compulsory subject. Although most students try to fit with the 
comments and scoring criteria of the grader as much as possible, some 
positively participated in the social movement opposed to National 
Education in 2012 and, subsequently, the Umbrella Movement in 2014. 
On the basis of the past four years' public examination results, this paper 
concludes that 'Liberal Studies' encourages the students to deepeo their 
social awareness in terms of critical snd independent thinking and, to 
some extent, to join civil society as well. However, it is likely difficult to 
evaluate students' problem-solving abilities on the basis of examination 
results alone. 
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1.はじめに
本稿で取り上げる「道議教育科I世代とは、 2009年の新学制1への移行に

伴い高校のE規課程に必修科目として新たに導入された「通識教育科

(Liberal Studies）」を履修した昨今の大学生、または履修している高校生

を指す。「通機教育科」は従来の知識偏重の丸暗記学習とは全く異なり、「独

立専題探究（IndependentEnquiry Study）」を通して知識型経済が求めてい

る批判的思考能力・独立』思考能力・閑閣解決能力などのスキルを学生に身に

付けさせることを主たる目的としている（課程発展議会与香港考試及評核局

連合，2007）。

この「通識教育科」世代が、同科の導入から僅か5年の聞に二つの大規模

な社会運動で中心的役割を演じた。一つは2012年の反国民教育運動2であり、

もう一つは2014年の雨傘：運動Sである。前者では中・高校生グループ学民思

潮が運動全体を指揮した。 2年後の雨傘運動では、学民思潮メンパーも大学

生となり大学生の大集団の中に紛れていた。雨傘運動を牽引したのは彼らよ

り年長の八大学の学生会連合であった。しかしながら、大学生以上に目立つ

ていたのは、制服姿の中・高校生たちであった。彼らのなかには、下校後、

占領地区に特設された自習室で勉強した後、そのままテントで寝泊まりし、

翌朝登校している者も少なくなかった。筆者も占領地区に足を運び、彼らと

言葉を交わした。高校生らは一様に「自分たちのなかで社会への問題関心が

強くなったのは必修科目の「通識教育科」を学んだことが大きい」と語って

いた。この二つの運動に限らず、 2013年頃から「六四事件I追悼集会などで

も参加者の低年齢化が目立ち始めていると言われているt

初日3年「七ーデモJ6に多くの大学生が参加して以来、社会の問では「通

識教育科」8と若者の社会運動への積極的な関与に因果関係があるのではない

かと議論が続いている(SouthChlna M町田igP闘志［以下、 SCM同，Oct30, 

2004；，『明報』，2004年11月13日，2014年11月5日・7日，曽栄光，2006・

2010）。さらに、雨傘運動の期間中には、「芝民主派J7を支持する教師たちが

学生の運動参加を煽っているらしいと憧測も飛び交っていた8。

筆者は数年前からインフォーマノレな聞き取り調査を重ねた結果、総じて昨

今の若者の社会問題への関心の高さと「通識教育科」との因果関幌、を問う必
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要があると実感している。さらに言えば、香港では高校修了時の中学文種試

験（公開統一試覇防 9の結呆は、新卒時の就学・就職に隈らず一生涯にわたっ

て提出を求められるため最も重視されている。それ故に必修科目となった「通

報教育科」の影響は、学ぶ側の学生だけでなく、学びを補佐する側の教師や

保護者を含めた社会全体へも波及しているものと恩われる。

本稿では、「通識教育科」の基底にある回帰前からの公民教育（α吋E
Ed田 a凶n）政策と回帰後の教育改草・課程改草からの展開を踏まえ、公開

統一試験での出題とその意図、および評価の側面から、昨今の若者の社会意

識に影響を与えるー要素である「通識教育科」について考察してみたい。

2. 研寛動向の整理

雨傘運動の終弱からまだ一年余りしか経っていないなかで、日本では若者

世代に注目した関連書がすでに3冊も上梓されている。香港の文化研究者で

ある羅永生の雨傘運動への書下ろしも含めた翻訳本がある傭永生，2015）。羅

の著作は雨傘運動に至った背景を現代思想史として 1960刊年代まで遡り、

若者の聞で台頭している本土意識（Local羽田） 10の発展の鞘嚇として論述し

ているロ遠藤誉らは、香港新世代メンタリティーを旧世代と区別する為に一

国間制が内包する構造的矛盾を政治・経済・社会学から多角的に分析してい

る鑓藤誉・深尾葉子・安富歩，2015）。香港政治を専門とする倉田徹と香港人

の社会学者張或啓による共著は、戦後史からの長期的なスパンで叙述してい

るだけでなく、雨傘運動の占領地区の実態を張が社会学者の視点、で論述して

いる鎗田徹・張或瞥，2015）。その他では、大陸出身の人類学者項臓の論文に

対して、香港人と台湾人の学者から「民主」と「自由」の要求に対する理解

が、旧来の大陸政治の枠組みから抜け出ていないと批判されている（陳糖乾，

2015；，項鴎i,2015a • 2015b；，葉蔭聡，2015）。

本稿との関わりでは、まず占領地区でゴミ回収やトイレ掃除などの活動に

自主的に従事する高校生11へのインタピューを素材として、彼らのシティズ

ンシップを「通識教育科」が提供する多元文化・世界市民モデル12の公民教

育の影響により形成されたものとして論じ、雨傘運動が失敗に終わった現実

との聞のギャップも交えて議論した論文(Leung,2015）と、雨傘運動期間中の
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教育現場の実態に関する校長と教師へのアンケート調査報告。olicy21, 

2015) （以下、 2015年報告）があげられる。 Leungの「「通識教育科」は高

校生に権利と義務というシティズンシップを教える点において成功してい

る」在AlUilg,2015, p.56）との指摘は、筆者の聞き取り調査の結果とも一致し

ている。 2015年報告は、雨傘運動期間中に教育現場が学生の政治参加を煽っ

ているのではないかとの憶測に対して反証を試みたものである。同報告は、

2015年5月に全ての高校＂の校長および高校 2 3年のクラス担任を対象に

実施された無記名式アンケート調査である。学年度末の繁忙期の実施だった

にもかかわらず、 131校の校長と 1,411名の教師が回答し、学校数で言うと

168校にも上っている。調査者側は、過去に類を見ない回答率の高さについ

て、雨傘運動に対する関心度の高さの表れと補足している。本稿の問題意識

との関わりから、以下の通りやや詳しく述べておきたい（下線は筆者による）。

【運動期間中1・約9割の学校で、授業ボイコットがあった（5日以内がほとんど
で、 1週間以上も続いたのはごく少獄。・ほとんどの学生が運動を支持し、その参加にも同情的であった。
約l割の学生が占領運動へ参加していた。一方で、約1割の学生

は運動に反対の立場をとっていた。・学生聞での意見の対立はあったが、暴力沙汰になることはなかっ
Tこ。・校長・教師は常に政治中立を貫き、異なる観点の情報を提供し、
学生に自分自身の判断を持つように仕向けた。・学校側は、学生の授業ボイコットへの参加、占領運動への共感、
運動への参加のいずれも禁止しなかった。今回の占領運動を学習

の良b機会と捉え、開放的な態度で対処した。・教師は、学生の身の安全が最大の関心事であった。・家庭内での深刻な意見対立の解決にも教師は協力していた。・意見の異なる卒業生や保護者が、学校の決定に介入することもあ
り、学生の利益を最大限に考えて対処した。
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I運動終了後1・ほとんどの教師が、学生の時事への触覚、社会への関心が高まっ
主主盛主主ピ.2-。・学業へのインパクト、なし半数よマイナス 12.8%、プラス且3%。・17.6%の教師が、学生との関係がより緊密になった。

I総括と展望1・学校内に社会の断裂が及ばなかったのは、校長と教師が運動への
対処方法が合理的であった結果である。・学校側は、授業ボイコットに参加した学生に対して翠盤主皇室rQ.
盤星を示した0・学校は、占領運動を学習の良い機会として異なる形式での討論の
霊堂蓋立童星主主。・学校側は政治中立を維持し、学生個人の決定を尊重し、教師は主
に傍らでコンサノレティングの役割宇担っていた。・占領運動は、一部の校長や教師にとって苦痛と悲哀があったが、
教師は自らのプロ意識を高めることにもつながった。・香港では至る所で政治対立が起こっている中で、主筆よ監主主些
や政治と完全に距離を置くことは難しい。・高校は、学生がいずれ就職先や生活のなかで置面せざるを得ない
政治にも備えなければならない。・高校では、異なる観長から観察・理解・分析そしてJ思考させる機
会を与えられるべきである。

筆者は、この調査が全ての高校と教師を一括りで対象にしている点におい

て違和感を抱く。なぜなら、後述する通り、香港の学校には少数の左派系愛

国学校14とそれ以外の大多数の学校との聞には、 1970年代から明確な棲み分

けがあるからである。この構図は、後述する少数派の香港教育工作者連会（以

下、「教連会」）と多数派の香港教育専業人員協会（以下、「教協」）という二

大教師組合の勢力図に投影されている。この三点を全く考慮していないで、

一律に政治中立を維持しているとの総括は呆たして成り立つのであろう力、
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しかしながら、雨傘運動期間中の教育現場の実態が、決して政治対立を煽

るものではなく多元性の包容に向いていたことを指摘したことは、香港の多

元文化・世界市民モデノレが確立していることを示唆しており興味深い。

先行研究との関係で改めて本稿の課題を明確にしておけば、政治的に覚醒

している若者世代の社会意識の内容についてはさまざまな研究がおこなわれ、

そうした社会意識の形成に「通識教育科」が重要な役割を果たしていたこと

が示唆されている。しかしながら「通識教育科」そのものについての分析は

相対的に不十分であり、本稿では「通識激育科」と若者世代の社会意識の関

係を問う事を念頭におきながら、この科目の特質について分析を進めてゆく。

3. 学校を取り巻く政治環境

(1）学校外での政治化要因

上述した通り、香港の二大教師組合「教協jと「続車会jの関係は、共産

党を対立軸とした政治イデオロギーの対極に定位する。また、「教協」は「民

主党」、「教連会Jは「民主建港協進連盟」（以下、「民建連」）という政党にそ

れぞれ帰属し、特に「教連会」幹部に至つては左派系愛国学校の校長と党幹

部、立法会議員の兼職者または経験者がいることが特徴の一つである150

両者が設立された経緯には、1970年代初めの学生運動が深く関わっている。

民族ナショナリズムの高揚期を迎え、当初、学生たちは反植民地をスローガ

ンに「国粋派」として一致団結していたが、その後社会内部の問題にもっ左

目を向けるべきだと主張するグループが現れ、「社会派」として分派していっ

た。 1973年に設立された「教協」は「社会S向の流れを汲み、基層教師の為
の圧力団体として発足し、 1980年代半ば、政治制度改革に伴い民主派勢力と

して政治活動を始めている。 1989年「六四割引を機に、「教協」会長の司

徒華らが「香港市民支援愛国民主運動連合会」（以下、「支連会」） 16を立ち上

げた。すなわち、「教協」には北京の中国共産党政権に反対し、抵抗しようと

する意識が中核にある。

一方の「教連会Jは、 1975年に「国粋罰則グノレープによって設立された。

当時はまだ文草が終鷲しておらず、左派系愛国学校に対する植民地政庁（以

下、政庁）からの排斥と差別に一致団結する必要があった。 1997年返還を追
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い風に、左派を取り巻く環境は徐々に改善されていった。「六四事件」直後に

は、以前は同志として祖国への愛国心を共有した立場から「教連会」メンパ

ーも「支連会」に加入していたが、「支連会」が中国共産党に対して反対・抵

抗の意思を示したことで両者は完全に挟を分かつことになった。

「教協」設立の背景には、 1970年代の政庁による大衆教育と反共教育が相

互に関係している。政庁は、文章の影響を有効にP血とする手段として教育の
量的峰充を図った。しかし、政庁が短期間に大衆教育を晶成できた17のは、

様々な民間団体が運営する私立学校に公的資金を提供し「資助蜘（以下「」

は省略）として公立枠へ組み込んだからである。その為、政庁は大量に採用

した学位未取得教師の魁且間閣も同時に抱えることになった。彼らが給与・

衛昌面での不当差別の改善を求める集団交渉の窓口として「教協」が組織化

されたことは、大量の教師を反共教育に囲み込みたかった政庁側の狙いとも

合致した。

香港では幼稚園から大学に在職する教師のほぼ9割が「教協」に所属して

おり、立法会議員選挙での職業団体別教育界枠（1議席）では毎回「教協」

所属の立候補者が圧倒的多数で当選している。上述した 2015年報告のなか

で中学校長会が管理職の立場から学校内は政治中立を堅持していることを強

調するのとは対照的に、二大教師組合は政治政党を支持基盤としており幹部

は政治に深く関与している。個々の現場教師もどちらかの団体に所属するこ

とで立法会議員選挙での教育界枠の投票を含め、何らかの影響下にあると考

えるべきである。

α）公立学校肉での非.；＆；制包要因
左派系愛国学校は教育当局の高圧的な取締りを受け18、1980年代末には5

校を残すのみとなった。1970年代の大衆教育期に一定の条件を満たした私立

学校のほとんどが公立枠の資助校に移管したが、彼らは政治イデオロギーの

違いから私立学校として非公立枠に据え置かれ、財政状況は常に逼迫してい

た。さらに文章の影響によって学生数が激減し資金繰りは火の車であったに

も関わらず、開校時から 1984年までの40年間にわたり反体制的で愛国主義

的な政治教育を実践していた包au,2008）。
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1980年代半ばには1997年祖国回帰を受けて、左派を取り巻く環境は徐々

に改善され、彼らも反体制的な政治教育を見直していった。と同時に、彼ら

は費助校への移管を前提に、教育当局に対して財政支援の嘆願書を提出した。

しかし、教育当局が下した判断は、主流の費助校とは一線を画す新たな枠組

みへの移管であった。教育の多元性を目的とした直接費助計画（Dir四t

Subsidy紬 eme）校（以下、直資枝）は、私立学校に対して非公立枠と公

立枠の問（準公立枠）で公的資金の提供を可能したとし、う点において、彼ら

に対する実質的な救援策でもあったが、実際は反共教育によって非政治化さ

れてきた公立枠を温存したい教育当局と主流の資助枝の自衛策であったと考

えられよう。

香港には、 1985年に間接選挙が導入されるまで市民には参政権（政治的権

利）はなかった。一方で、“民主はないが自由はある”と言われた通り、市民

の聞には社会的権利と経済的権利は保障されていた。 政庁は、 1970年代に反

共教育の為に学校内の非政治化を徹底しようとして、民生と経済を重視する

「経済と公共事務科｛Economicsand Public A血irs)Jを導入していた。そ

の結果、香港入社会の中に民生と経済をより重視する「中間派」 19が再生産

される土台が築かれた。さらに、この時期にほとんどの公立学校が英語教学

を志向したことは、英語習得によってよりよい就業の機会を得ようとする幅

広い市民の実利に直結したもの

でもあった。英語教学は、政庁
クラフ① 2014-15年度中学校叫学級制分布
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1970年代から現在まで、 グラフ①に示す通り、資助枝が香港の主流である

ことに変わりはない。少子化に伴い閉校に追い込まれる費助枝が増える一方

で、直資枝は数を培やしている。回帰後、「親中派」中心の布陣となった香港

政府の庇護の下で左派系愛国学校が4校新設された以外、教育の多元性を求

めて直資枝へ移管する資助校が増えてし、る20.
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4.回帰後の教育改革と課程改革

(1) 知識型経済と合意形成づ〈り

1998年、教育統簿委員会（以下、教統会）の示した教育改草の基本方針「21

世紀の知識型経済へ1跡Eできる人材の育成」（教育統鱒委員会，2000,p.3）は、
財界と一般市民の双方から賛同を得ることに成功していた。続く 2000年、

教統会はこれまで2年間であった高校を3年間に延長すると同時に、中学校

までの9年間であった無償義務教育の期聞を高校までの 12年間に延長する

ことを答申した（以下、教統会答申）。

政府と教育当局は、高校課程の改編と新学制への移行は寸車の教育改革の

最後の総仕上げと位置づけていた。 2004年 1月、董建華行政長官は施政報

告のなかで、教統会答申を受け入れること、市民に対してはその実施に関す

る詳細を教育統簿局局長に諮問させると明言した（香港特別行政区政府，

2005, p.46）。 1980年代から市民に対する諮問を重視した合意形成、“手続き

上の民主”は着実に根付いてきていた。一連の教育改革においてもこの民主

的手続きは尊重された。

同年10月、第一回諮問用に準備された工程表には、 2008年からの新学制

への移行が提示されていた（教育統簿局，2004)。しかし、教育現場から想定し

ていた以上の逆風が吹いた叱本稿では紙幅の関係で省略せざるを得ないが、

当時の教育現場は次から次へと続く教育改草によって心身ともに疲弊し、数

名の教師が自死する事態まで生じていた。教育現場からの激しい反発を受け

て、教育当局はまず教育現場の醐社協力を得るための協議を決着させた。

その為、新学制への移行は一年遅れの初日9年からとなった。

新学制への移行と同時に「通殻教育科」を高校必修科目在する改革が目指

されたが、そこには香港の命運をかけるに値する大きな意義が課せられてい

たと考えられる。すなわち課程と公開統一試験を担当する教育当局が準備し

た第一回諮前書の官頭でも、「急速に変化する知識型経済の発展に直面し、学

生は幅広い知識を基礎とした高度な適応力、独立思考および生涯学習を身に

付ける必要があり、その需要に対処する為、我々は次世代を効果的に準備し

なければならない」と力説しているのである〈課程発展議会与香港考試及評核

局連合， 2004,p.55）。教統会メンパーで教育改革の推進役の一人であった程
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介明香港大学教育学院教授｛当時）は、「中国経済の急速な台頭が組会全体に

危織感を抱かせていたこ左が、敏育改.の大きな錐進カになっていた』

（伍暗唱，訓)2,pp.168・171)と分析している．中国のwro加盟(2001年12
月）が閑近に迫っていており、香港は中国の経済発展の指南役としての役割

省とほぼ終えており、新たにグローバル市場のなかで金磁・貿易・流通センタ

ーという確固たる地位を築く必要佳に迫られていた．つまり、回帰後の香港

では知機型経済を担える人材育成が、喫緊の課題として香港祖会に幅広く共

有されたと考えられる．

α｝回帰前からの公民教育政策と『温讃敏宵科』
敏宵当局は、高校線程に「逝織数育科」を再導入するに当たり、大学の9
ベラル・アーツとは異なることZ2、あくまでも香繕課程の実情に合わせ高校

般脊の学習目振を達成する為に開発された独自のものであることを強調して

いる．したがって、香港の公民教育政策は他の多くの国家とは根本的に異な

る展開モデルであるとの前提で議論しなげればならなb、とは言え、今日の

香港の学校教育には、英国の影響を受けた多元性と自主性を重視する教育文

化が定着し、教育内容および教授法に限らず、学校運営全般から教育政策に

至るまで傾広〈浸透している．来恩鎌らは、香港が採用した多売文化・世界

市民モデルとは、表①のHea:句亀D.B.のシティズンシップの類型の『ポスト

表①：H抽 出ζD.Bのシティズンシッヲ類型

古典的シティズンシッヲ 市民の義務

自由主義シティズンシッヲ 民主・自由・人権

社会的シティズンシッヲ 市民¢耀利（国家の径済活動への参加、福祉の共有〉

国家・民族的シティズンシッヲ 国家への忠誠心

ポヌトナシヨナjレシティズンシッヲ 市民の定義制亘1寛を越える

グローJ~）＼， ・シティズンシッヲ 世界i也桝f

（出所： Heater,D.B. 1992) 

ナショナル．、ンティズンシップ』と「グローパル・シティズンシップ』を合

わせたものとほ闇司等であると見なしている健恩栄・師衡竜2011).



－11－

さらに公民数育政策の独自性について付け加えるならば、香港では特殊な

政治環境勾におかれていた為、多元文化・世界市民モデルの I公民教育』が

国民国家の論理に基づく「国民教育」よりも先行して始まっていた．正規課

程の国民教育とは多元文化・世界公民モデルの「遜磁教育科」の表＠の「単

元3：現代中国」を指している．香繕政府と『畿運会』幹部が、北京政府か

ら際せられた政治修理告を受けて、現行の公民教育の枠組みにある国民放育を

切り商量し、一園南側下の「国民教育J（＂国情教育・の意｝へとリメイクしよ

うとした為に発生したのが、却四年の反国民教育運動であった．その反対渥

動が高揚した背景には、公民教育の進展があったと言えよう．

表②「遇識教育科Jカリキュラムの枠組み

学習範囲 放立専題探究

自己e自己啓発 学生は、三つの学習範囲から獲得した

単元1：自己啓発と対人関係 知識と観点を運用すると同時に、新たな

社会e文化 課題や状況へと展開して、独立専題探究

単元2：今日の香港 に取り組まなければならない。以下のテ

単元3：現代中国 ーマ例は、学生が自分の独立専題探究の

単元4：グローバルft トピックの開発を支援するうえで使用

科学・技術と環境 可能である。

単元5：公衆衛生 メディア、教育、宗教、体育運動、

単元6：エネルギーと環境 芸術、情報技術コミュニケーシヨン

（出所：謀程発展議会与香港考試及評核局遥合、 2007、p.8)

「通機教育科」は、形式上は高校の必修帯目となったが、三つの異なる学習

範囲を跨ぎ、総合的で独立した専門的なテーマを探売Tる f泡立専週探究J
という新たな教授法を採用した．同科は、回帰前に発行されたこつの『学綬

公民教育ガイドライン』が基本路線”とした①4剛立科目とするこ~~、＠

多元的なインプットとアウトプット:ar;を確保するという方針を継承している

と見なせる。

(3）「独立専：•錬究」と新野価方建

「退i織教育科・JIこは「独立専題探究lとして釜場しているが、その前身は
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探究式学習である。教育当局の説明によると、1970年代から糠程閲覧者の聞

で探究式学習について研舗を重ねていた．敏育当局は1992年から高校8年

生を対象とした「遇織教育科』、 2003年からは高校1年と2年生対象に「総

合人文利」と『科学と科学技術科』をいす守Lも選択科目として開設し、数育

現場でも 10•以上の数学怪験を蓄積していた＠側鵠展議会与鶴戦及将

棋局連合，2007.pρ．
I通機教育科」は、学生本位の学習スタイルを確立し、学生l~、イレベル

な思考古包カ（批判的思考飽カ、独立思考飽カ、問題解決能力など｝を身に付

けさせるように設計されている．と同時に、評価方法も高校修了時の公開統

一試験の結果一回

のみから、表＠と

＠に示す通り複線

化を採凋している．

裏を返せば、植民

地時代から教育現

場では知識を伝授

するだけの丸暗記

中心の教学スタイ

ルが定着していた

こと、高校修了時

の公開統一試験の

結果のみを重視す

る画一的な評価基

準が証金に蔓延していたことが挙げられる．これら植民地時代の負の遺産を

是正する一つの有効な手段として必修化という強制措置が求められていた．

つまり、『通機教育科」を通して、教師・雇用主・保緩者らも含めた社会全体

へのプラスの波及効果が双方向で期待されていた:aa.21世紀の香港の命運が、

『適織教育科』に託されていたと筆者が考えるゆえんである．

表③ ：香港文I~試験の評価

構成 比重 時間

統一試験
%
一
%

n
u

－nu
 

E
O

一。d
答
一
択

回
一
選

員
一
間

金
一
一：
 

一
一
二

巻
一
巻 1時間 15分

2時間

校内評価 120% 

（出所：香港考試及評核局、 2009、p.3)
表④：「独立専題探究Jの校内評価

F宣 評価項目（比重）
合計

階 「プロセヌJ(50%) 「成果J(50%) 

独立思考 探究計画書 25% 
トーーーーーーー

II コミュニケーション 資料収集 25% 

一m 努力 成果 50% 

（出所：香港考試及評桜局、 2009、p.4)
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5. 「通識教育科」の公開統一試験

(1)出題者側の意図

評価方法が複線化したとは言え、最も比重が大きいのは依然として公開統

一試験の結果であることに変わりはない。

香港の全ての公開統一誤験を統括しているのは、香港考試及評核局（以下、

考試局）である。「通識教育科」を新たに高校課程の必修科目に導入するに当

たり、別04年から共同で諮問書を作成してきたが、課程発展議会が課程の開

発や課程綱要の作成など運用面でのインプット全般を担当しているのに対し

て、考試局は出題や評価などのアウトプット全般を担当している。本稿は「通

識教育科」の影響面を考察対象としているので、アウトプット側に焦点を当

ててみたい。

「通鵡教育科」の出題者が公開統一試験を通じて学生に求めている能力と

は、以下の通りである（香港考試及評核局，2009,p.2）。・岡科目の主な考え、概念と用語を正確に理解すること。・トピックを探究する際には、資料から枇念的な観察をすること。・現代問題を研究する時には、関連する知識や枇念を応用できること0・個人・ローカル・国家・グローパノレと環境などの範膚の相互の関連性
と依存性を識別・分析すること。・人類が関心を持っている現代問題を分析する時には、個人と社会の価
値観を認知すること。・自分自身の経歴・社会・環境およびテクノロジーとの接触を通して、
批判的な論証をすること。・提供された事実資料に記述または含意されている観点・態度および価
値観を識別すること。・多角的な観有、から情報を分析すること。・異なる問題を処理する時には、異なる観点で考慮しコメントすること。・スケジューノレ・データ・探究目標において、探究学習過程の実践面を
自己管理し、省察能力を発揮すること。・異なる文化とユニパーサノレな価値を理解・認識し体得すること。・異なるトピックを処理する時には、他人の立場に共感を示すこと。
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「巻ー」は、資料（写真、園、表、地図、新聞報道、報告、備忘録、書簡、

広告、対話、漫画、絵、イラスト｝を用いた出題である．「巻ー」の目的は、

与えられた責務いのアクセス能力（認識・応用・分析なめを問うことであ

る．出題資料には、その問題に関わる複雑カり貸否が分かれるトピックを選

んでいる。また、設聞は複数の限農を跨ぐように設計されている．『巻二』は、

より漂い思慮を求める出題である．提示される資料の内容は、様々なハイレ

ベルの飽カ｛倒えば、関連する範般を批判的かっ創造力に富む思考力を用い

て系統的な方法で伝える｝を求めている．単元毎に8間出題され、その内1

聞を選んで解答する｛香港考試及評核局，2009,p.3).

表＠と＠にある通り、「巻ー」で出題される8聞は、全員解答問題である固

六つの単元からs間ずつ出題される．金18聞を2時間以内に解答するには、
1間当たりに換算する左13分余りである．『巻二』では、単元毎に3聞から

1閣を選んで解響守る園 6間全てを1時間15分以内に解答するので、 1間当

たり 15 分余りである．さらに言えば、本番の棋験では全員がボ－1~ンを

用いるので、かなりの即応力と構成力が求められている．

ω 出置傾向と篠点基皐
続いて、若者の社会意識に焦点を当てる上で直接関わりが深い「学習範

囲：社会と文イ包Iに属する『単元2：今日の香港:JIこ焦点を当ててみたb、
表⑤の通り、同単元の下には、さらに三つのテーマと主要な探究すべき課題

が設けられている．

表⑤：「単元2：今日の香港J

テーマ 主な探求課題

1.生、冶の質 香港が住民の生活の質を維持または改善する発展の方向性とは。

2.法j台と社会・政 香港住民は如何に社会と政治事務に参加するのか？

j台参加 法j台面から、香港住民は如何に権利を行使し義務を履行するのか。

3.身分とアイデン 香港住民のアイデンティティはどのように形成されるのか。

アイアイ

（出所：謀程発展議会与香港考試及評核局遥合、 2007年、 p.11)

表⑥の過去4年間の出題傾向から見ると、いす守Lの年度も学生が蟻輸をナ
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「巻一」全員解答の３問のうちの１問 「巻二」３問から１問を選択

香港人の六四事件追悼集会・釣魚島の

防衛・四川地震募金（※各写真あり）

から、ナショナル・アイデンティティ

問題を探究しなさい。
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設聞には、以下の三つが出されている。併せて、高得点につながる解答例か

ら採点基継者と確認しておきたい（答港考試及蒋按局，2014,p.6,pp.27・29）。

図①：2014年 中学文遺試験 「通識教育科J「単元2：今日の香港J「巻ーJの1
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（出所：香港考試局及評核局、 2014年、 p.5・6)

設問(a）資料Aの2枚の写真に顕示されている要求書r見て、香捲政府のガ
バナンスのこつの困難を挙げて説明しなさb、。（4点）

t1J(l）香港政府のガパナンスにおけるこつの困難を明確かつ詳細に説明
した場合。

・香港社会には、意見の分かれる蝕題が多u、例えば、異なるグ
ループ・階層・政見人士の聞では、意見4不一致が明らかである。

この状況が政府の建議する政策に大多数の支持や同意書ケ得難く

させている。

・香港政府は、合樹主の挑戦に直面している。大郁分の香港人の

信任l::尊重を獲得しがたい。したがって、政府は、大衆からガ

パナンスに対する一体感や忠識を獲得できない。

例(2）写真を証拠とした場合。

・若者に社会の団結と攻府を支持するように呼びかけているのは、

若者の聞に政府への支持や一体感が不足していることの置であ
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る。香港社会の分化問題は深刻である。社会の親睦と安定に対

してマイナス影響を構成しており、政府のガパナンスに対して

困難を生み出している。

・香港人が行政長官にE統性と真の普通選挙を要求している。こ

れは、行政長官の正統性が不足している証であり、政府の整合

性に疑義が唱えられており、これによって政府はガパナンスに

おいて香港人の信任と尊重を得難い。

設問(b）資料Bが示しているのは、香港社会では二つの核心咽値が矛盾を

生んでいるということか？ これら二つの核心価値の矛盾が引き起こし

ている影響は、日増しに深刻化している否か？ 資料Bを参考に、あなた

の答えを詳しく説明しなさい。（6点J
例（1）資料Bから明確に二つの矛盾し合う香港4士会の核心価値を示して
いる場合。

・公衆活動数字の暗示する言論やデモの自由と、起訴件数の数字

に暗示される公衆の安全や公衆秩序とが矛盾することもあるこ

と。

例(2）明らかに合理的かっ論理的に、二つの核心価値の潜在的な矛盾が

引き起した影響を解釈している場合。

・過大すぎるデモの自由度は、暴力行為と混乱を招く可能性があ

ること。

・公衆の安全や公衆秩序を厳しく取り締まることは、異なる利益

や要求を表現すること、政治参加の権利や自由を制限してしま

う可能性があること。

例（3）資料Bの関連部分を適切かつ十分に運用し、明らかに合理的かっ

論理的に二つの核心価値の矛盾が引き起こしている影響が日増

しに深刻になっていることを論証している場合。

・警察（法の新'Tlと市民情論やデモの自由）の関係。
・社会の安定と利益や要求の表現との緊張。
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設問（c）「示威デモを通して要求事項を表明することは、香港人の生活の質

を高めることに役立つ」という考え方に、あなたはどの程度同意します

か？ 資料とあなたの知り得ることを参考にして、あなたの答えを詳しく

説明しなさい。＠点）

例（1）立場の表明が明確で、前後一致している場合。

例匂）香港の現状に基づいており、提供する資料とそれらに関連する知

識と概念（例・政治参加、生活の質）が正確で、大部分の人々が

当該の考え方に同意していることを、明らかに合理的かっ論理的

に解釈し論証している場合。そして、同意と不同意の両面から、

全面的かっ批判的論証を提供している場合。

同意の論点関連があって合理的な例や資料の中の要点を運用して、

明確かつ詳細にその論拠を解釈していること。

・デモや示威などの集団行動は、桂頑でグループが集まり要求を

アピーノレすれば政府に情況をより理解させることになる。いく

つかのグループが団体で不満を示せれば、政府に問題の緊急

性・深刻性をさらに感じさせることが出来る。

・政府に巨大なプレッシャーを与えることで政府が迅速に修正行

動を取るならば、政策問題を解決することになる。集団行動に

よって、人々の要求に対応し政治危機を予防することになる。

・政府が政策を制定したり修正したり措置を講じること（例：従

業員の福利、ゴミ処理）ことが可能であれば、公衆の要求を参

考に、市民の生活の質などを高めることになる。

不同意の論点関連があって合理的な例や資料の中の要点を運用して、

明確かつ詳細にその論拠を解釈していること。

・デモと示威は、社会の分裂と不安定を引き起こす可能性がある。

長期的な視点では、生活の質を下げることになるだろう（例

海外と香港の投資家から敬遠され、旅行者のパラダイスとして

の香港の名声にマイナスの影響を与える）。

・政府は一部のデモや示威は脅しであり、非理性的な活動である

と見なす可能性がある。それによって、政策決定過程において
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既存の主張を放棄することや妥協点を見出すことを拒否するこ

b}Iある。その結果、政治以外の民生問題を迅速に先週できな

い可髄性がある．・もし政府と市民の聞でよりよい理解・コミュニケ｝ション・信
頼と協力関係が促進されるならば、実行可能な政策は制定され

る。とすると、デモや示威は建設的な括動ではないだろう。政

府は政策を制定Fる時、デモや示威が伝える要求を参考にして
いると、大多数の人の福祉などに損害を与えることになるであ

ろう。

尚、本採点基準には「単密カη 奥深いフレームワークで討論し、そしてハ

イレベルな批判的分析を提示すること」という前提が明記されている。

以上に挙げた解答例と採点基準は、あくまでも参考費料として例示されて

いるものである．出題側が意図するスキルがうまく運用されていれさえすれ

ば、如何なる論証でも高得点を得ることができる。所開、アウトプットには

画一的な解答は存在しないというのが、「通識教育科jの最大の特種である。

。）寓験結果と学生への膨響

「通識教育科』は、他の科目との本質的な遣いはあるが、出題者側が期待

する能力が公開統一試験の採点基準でどの程度達成されているのであろうか。

一つの目安として、中学文恵試験で最も難易度が高い『英語語文」の評価分

布固と比較してみたところ、受験者の85%以上が例年スコア2以上の合格レ

ベルに遣している．スコア5以上の上位者の智治は両科目ともほぼ同じであ

グ，ヲ申 ゆ写丸哩哨a r遍.岐.科J 骨随易·• グラヲ＠：・11'文軍属融 『実情柵文Jの聡易匝
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である。すなわち、出題者側が期待する能力は大半の受験者の聞で標準レベ

ルまでは達成していると見なせる。

次に、前節で具体例として取り上げた2014年「単元2目今日の香港」「巻

ー」の 1に関する試験結果の講評を確認しておく（香港考試及評核局， 2014,

pp目46 47）。まず、全体の表現レベルは、「一般」である。

設問（a)では、多くの学生が正確に香港政府のガパナンスの困難を指摘する

ことが出来ておらず、かなりの学生がパナーに記載されている文字をコピー

したに過ぎず、表面的な説明に終わっている。表現の比較的良い受験生は、

合樹生・代議性・整合性・共同認識や団結などの関連概念を運用できている。

つまり、答案の中で、トピックの資料を枇念化している。

設問(b）では、多くの受験生が、資料に反映されている二つの矛盾する核心

価値を正確に指摘することが出来ている訳ではない。彼らは、トピックのキ

ーワードに対する醐制Z明らかに不足している。例えば、核心価値と矛盾で

ある。一部の受験生は、二つの類似したまたは相互矛盾の関係にない核心価

値を取り上げている。受験生の言論の自由、デモの自由、集会の自由、法治、

公衆秩序と公衆安全などの概念の掌握がかなり不十分である。相当数の受験

生は「自由」と「治安や法治」という二つの矛盾する核心価値を指摘するこ

とができたが、後者を法令の新Tと同等であると誤解している。一部の受験

生は単に法治の意味を法律の遵守のためと説明しているにすぎなし、。彼らは、

法治の重要性を守り、その功能（例えば、法律は個人の権利を保障すること、

法律が政府の権力に対して制限したり社会的正義を推進したりすること）を

高められるように認識を深めなければならな~－.少数の受験生が表の資料を

利用できており、矛盾の影響が日増しに深刻化していることを明確かつ詳細

に説明することが出来ていた。

設問（c）では、受験生は生活の質が受けるプラスとマイナスの影響を討論す

る時に、デモが香港の安定に与える影響として、異なる要求を表現する需要

や権利、および市民の責任との関係を理解しなければならなし九かなり多く

の解答は、表面的な議論に終わっている。

講評からすると、ハイスコアとロースコアの聞きは、グラフ②で示したス

コア分布よりも大きいと思われる。とは言え、表面的な議論ではハイスコア
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が取れない採点基準で有る以上、学生はより深い思考やE確な知識と概念な

ど出題者側が要求するスキルを短時間に表現できるような試験対策が求めら

れている。

6.おわりに

まず本稿を通して、香港が志向してきた多元文化・世界市民モデルの公民

教育は、「通識教育科」の学習目的と学習範囲の枠組みによって継承されてい

ることが確認できた。公開統一試験の出題は、直近の身近で起きているトピ

ックを扱っている点から、学生は否応なく社会への関心を向けることが必要

とされる。同科は 1992年から当面は選択科目の一つにすぎなかったので、

学ぶ側の姿勢は受け身であったと恩われる。その意味で、同科が2009年か

ら必修科目とされたことの社会全体へ与える影響は大きいと考えられる。

「通識教育科」と学生の政治参加との困果関係を問われれば、梁思栄らが

指摘しているように「直接ではないが、社会意識が高まったことの必然の結

果として一部の学生が行動を起こしている」傑恩栄・剰漕蘭， 2014)と筆者

も考えている。その他の要因としては、 1995年立法会選挙から有権者登録年

齢が 18歳に引き下げられたことが注目されており、筆者の聞き取り調査で

も高校生の選挙への関心は高いことを確認している。とは言え、筆者は、「通

識教育科」を通じて、学生の社会への関心が啓発されたことの意味をまず強

調したいと考えている。

過去4年間の出題と講評を概観して、批判的思考能力そ噂立思考能力など

公開統一試験を通して評価できる能力もあるが、対立を解消するために妥協

点を探る方法など、すなわち問題解決能力のような討論の揚で培われる能力

を評価する方法は示されていない。こうした方面の能力の開発に「通識教育

科」が役に立つのか杏か、現在のところ筆者は論じることは出来ない。しか

し、2015年報告によると、雨傘運動期間の学校内では本音としては政治と距

離を置きたいが、学びの良い機会として討論の場を設けていた点は、「通識教

育科」の実践であったと恩われる。
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注
1新学制（63 3 4）に移行する前は、英国式（＆－32 3）を採用していた。

2 2011年5月5日、教育局が『徳育と国民教育科課程ガイドライン』を公布

し、翌年9月から小中高の全ての公立学校を対象に新たな「国民教育J（中国
の発展モデルに則して国家を理解させるように設計された“国情教育勺を必

修科目として順次導入すると発表した。直ちに、「愛国手愛共産党」の立場を

取る教育界・法曹界などが、同科の一部の内容が不適切であり、政府が主導

した青少年への洗脳だと見なす批判を一斉に表明した。 2011年5月29日、

政府主導の国民教育計画に断固反対する為、 3名の中・高校生がfacebookに
学民思潮を立ち上げ地道な反対運動を始めた。 2012年夏頃には、 500名以上

の中・高校生がメンバーとなっていた。彼らは岡科の撤回を勝ち取った後も、

学生運動組織として社会運動に積極的に参加し続けている。

3 2014年8月31日全人代常務委員会が、 2017年行政長官選挙において実質

的に民主派を排除したうえでの一人一票の普通選挙を許可する決定を下した。

この決定に対して強い不満を抱いた大学生や市民らが、“真の普通選挙”の実

施を求めて79日聞にわたって主要幹娘道を不法占拠した。

4香港理工大学社会政策研究センターの鐘剣華の分析によると、「今の若者世

代は、約 10年間の社会変化と共に成長し「通識教育科」を受けた世代である。

したがって、彼らの政治意識は自ずと覚醒され、新たな市民運動において強

力なパワーとなっている（『信報』、 2013年7月2日）。

• 2002年9月2期日を迎えた董建華行政長官は、北京政府からの政治任務と
して「国家安全条例」（以下、『基本法』 23条）立法化を強行に進めていた。

『基本法』 23条反対を含めガパナンスに不満を持つ 50万人もの市民が、回

帰記念日の7月1日にデモに参加した。
6 「通識教育科」は1992年から予科課程（高校3年）の選択科目の一つであ

り、 2年後の 1994年から大学進学希望者用の公開統一試験科目にもなった。

同科の受験者は数千名足らずであったが、履修者はそれ以上に多かったと思

われる。

7劉兆佳の定義によると、「中国共産党を信任せず、一国両制に対して疑いを

持ち、西洋的な価値観に賛同し、『基本法』が既定した特区政治体制を受容し

ていない。そして、香港に出来るだけ早く西欧式の民主政治を実現できるよ

うに努力し、香港が内地の民主化を推進する基地となることを意図している

団体と人々」（劉兆佳，2012,p.世）。

8筆者が2015年2月9日に参加した雨傘運動に関するセミナーでも、複数の

学校関係者が憶測にまつわる発言をしていた。
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9高校修了時の公開統一試験は日本のセンター試験とは異なり、大学進学の

有無に関わらず全員に受験が義務付けられている。香港は英国式学制の影響

を受けて、日本の中学校と高校を初級中学（初中）と高級中学（高中）と呼

称し、香港の中学校との表記は中高一貫校を指す。本稿では、固有名詞以外

は文脈により高中を高校として表記する。｜日学制下では高校2年修了時の中

学会考が最も重視され、多数の就職組と少数の進学組を選別していた。新学

制下では、高校3年修了時の中学文湿試験（2012年～実施）へと切り替わっ

た。

10羅永生の分析によると、雨傘運動で自分たちの民主化要求を何一つ達成で

きなかった若者たちは政治の動向での袋小路に入ってしまい、その反作用と

して強烈な愛港意識を覚醒している。具体的には①香港人と大陸人との区別

化、②香港独立に象徴される通りある種右翼的な様相を呈してきでいる

(S臼IP,Jun 2, 2015）。
11被験者6名の高校生の中には、香港出生者以外に大陸で生まれた後に家族
と共に香港に移住してきた2名の新移民が含まれている。

12香港ではこの語を多文化の共生を目指し、国民国家の枠組みを越えた普遍

的な価値を重視する「市民」の形成を目指す教育を意味するものとして使用

する（H回出r,D.B.,1992）。後述する表③参照のこと。
13教育局のEによれば、 2014-15年度の中学校数（国際学校など私立校は除
く）は479校である。

14戦後、国民党右派に対して共産党は左派と呼ばれた。両派ともに香港内に

愛国学校を設立したが、右派愛国学校は97年問題の進展とともに1980年代

初めには香港から姿を消した。

15例えば、現立法会主席（2008年～）曽鋸成は、培僑中学で教鞭を執った

後に校長（198国年9月～1997年 12月 ※校長離任後は校監へ現任）とな

り、「民建連」初代主席（1992年7月～却03年 12月）を兼務しながら立法

会議員（1997年～）を務めている。

16 「支連会」の玉大活動綱領には、①民主活動家の釈放、②「六四事件」の

再評価、③虐殺責任の追及、④一党独裁の終鷲、⑤民主中国の建設が掲げら

れている（香港市民支援愛国民主運動連合会， 2013）。

17無償義務化は1971年の小学校に始まり、僅か7年後の 1978年には中学校

までの9年間に延長された。
18例えば、学校内での中国国旗の掲揚、国歌斉唱の禁止以外に、学内での政

治プロパガンダに関する書籍の有無に対する抜き打ち査察、危険な建築物を

理由とした学校閉鎖、総督の個人的意向による校長に対する登録の取消や即
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時の域外退去など（t音僑中学， 1996,p. B；香島中学四十週年校慶特刊編輯部，
1986, p 6）。

19 「中間苦肉は“沈黙の大多数”とも呼ばれ、伝統左派（共産党に忠誠心を

抱く教育界と労働組合の総称）と財界で構成されている「親中司耐と「泥民

主派」との聞で激しい対立が続くなか、香港酎台のキヤスティングボードを

握っていると言われている。

田直資校への移管が増えた理由の一つには、 1998年から教育当局が英語教

学の水準を満たしていないと認定した学校への母語教学の義務化がある。

21当時「教協」の会長で立法会（教育界枠）の議員であった張文光は、「課

程改革と学校制度改革を同時に行うと学校に混乱を来すことになる」と強い

懸念を表明している(SCMP,Oct 22, 2004)。

盟 「通識教育科」には、「ヒュマーニズム」や「新古陶R」等のイデオロギ
ーとの関連性を持たない点を挙げている（課程発展議会与香港考試及評核局

連合，2旧07,p 3）。
23香港で公民教育が本格的に始まった 1985年から祖国回帰までの 13年聞
は、脱描民地化に向けた政治過渡期であったと同時に、再中固化への政治過

渡期でもあった。しかし、英国は行政主導体制の維持を最優先していた。さ

らに、 1989年「六四事件j発生によって、中英関係が協調から対立へと 180
度転換している（拙稿，2014a,pp 3-6、52-65）。

24 1985年初版の「何をどのように教えないのか」という基本方針（“非必修・
非独立科目による浸透式’）は、 1996年改訂版でも継承された（拙稿，2014b,
pp.69-71)。
25インプットとは、教科の制度設計や教科書や教材など学生に与えられる情

報を意味しており、「通報教育科」の場合、特定の教科書がない替わりに多種

多様なメディアの情報が重要な学習資料となっている。また、アウトプット

の方法とは教育の成果を意味しているが、その評価方法も画一的な価稿観を

問うものではない。

26学生は、「通識教育科」を学ぶことで日常的にメディアの情報を入手する

ことになる。したがって、学生は登場する資料・情報を慎重に評価し、事実・

意見と偏見を識別する能力を身に付けなければならない。『明報』や『星島日

報』では、「通識教育科」専門欄を紙上とE に立ち上げ学習支援を行ってい

る。一方で、「通識教育科」の,e:，｛！直化は、 4千名近い教師の雇用を創出しただ
けでなく、新たな教科書市場や受験対策など新規ピジネスを創出したと言わ

れている（『頭保日報』， 2014年11月14日）。
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